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平成7年

問窓塵裁薗就

新
会
員
四
六
l
名
を
迎
え
る

去
る
三
月
六
日
、
母
校
体
育
館
に
お
い
て
、
平
成
7
年
同
窓
会
入
会
式
が
、

多
数
の
保
護
者
、
役
員
参
列
の
も
と
に
挙
行
さ
れ
た
。
先
輩
か
ら
の
温
か
い
励

ま
し
の
言
葉
を
受
け
、
新
会
員
は
思
い
を
新
た
に
母
校
を
巣
立
っ
た
。
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式
は
伊
藤
守
一
事
務
局
長

（
S
2
1
卒
）
　
の
開
式
の
辞
の
後
、

白
澤
啓
氏
（
S
4
8
卒
）
　
の
司
会

で
進
め
ら
れ
た
。
最
初
に
挨
拶

に
立
っ
た
丸
山
会
長
は
、
「
ロ
ー

マ
法
を
通
っ
て
、
し
か
し
ロ
ー

マ
法
を
越
え
て
」
　
と
い
う
ド
イ

ツ
の
法
律
学
者
イ
エ
ー
リ
ン
ク

の
言
葉
を
引
用
し
、
基
礎
的
な

も
の
を
十
分
に
身
に
つ
け
、
そ

の
上
に
新
し
い
価
値
を
作
り
出

す
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た
。

簡
潔
な
中
に
も
、
新
会
員
の
今

後
の
人
生
に
大
き
な
示
唆
を
与

え
て
く
れ
る
感
銘
深
い
お
話
し

で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
続
い
て
、
当
日
出
席

さ
れ
た
役
員
の
方
々
の
紹
介
が

あ
り
、
そ
の
後
、
先
輩
激
励
の

言
葉
と
し
て
、
井
上
房
子
副
会

会費納入についてのお願い

本年度から導入した全会
員会費制一人二千円納入状
況は極めて順調だが、納期
が9月いっぱいなので、納
めておらない会員は、是非
納期を守られるようお願い
いたします。　　事務局

長
（
S
2
9
卒
）
　
か
ら
新
会
員
へ

の
心
の
こ
も
っ
た
櫨
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
井
上

先
輩
は
、
「
こ
れ
か
ら
の
長
い
人

生
に
は
、
お
そ
ら
く
い
ろ
い
ろ
な

苦
難
が
待
ち
受
け
て
い
る
で
あ

ろ
う
。
皆
さ
ん
は
そ
の
苦
難
を
、

強
靭
な
意
志
と
ひ
た
む
き
な
努

力
で
克
服
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

人
間
は
苦
難
を
経
験
し
、
そ
れ

を
乗
。
越
え
て
初
め
て
本
当
の

意
味
で
の
人
生
の
喜
び
や
幸
せ

を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
り
、
又
、
偉
大
な
仕
事
を

成
し
う
る
の
で
あ
る
」
　
と
、
友

人
や
、
偉
大
な
先
人
達
の
例
を

挙
げ
て
熱
っ
ぽ
く
語
り
か
け
、

新
会
員
の
み
な
ら
ず
、
参
列
者

全
員
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。

続
い
て
、
新
会
員
へ
記
念
品

（
校
章
を
か
た
ど
っ
た
文
鎮
）

が
贈
呈
さ
れ
、
最
後
に
「
校
友

会
歌
」
　
を
高
ら
か
に
斉
唱
し
て

式
を
閉
じ
た
。

秋
田
高
校
同
窓
会
は
学
校
と

密
接
な
関
係
の
も
と
に
発
展
し

て
き
た
。
特
に
創
立
百
二
十
周

年
を
契
機
と
し
て
同
窓
会
が
画

期
的
な
活
性
化
を
実
現
し
、
ま

た
学
校
も
学
業
に
ス
ポ
ー
ツ
に

い
っ
そ
う
成
果
を
挙
げ
つ
つ
あ

る
こ
と
は
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
る
。

高
校
時
代
は
立
志
の
時
期
で

あ
る
。
若
者
は
人
生
と
い
う
も

の
を
考
え
、
自
分
は
ど
う
生
き

た
ら
よ
い
か
を
真
剣
に
探
求
し

始
め
る
。
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
は

「
学
ぶ
と
は
誠
実
を
胸
に
刻
む

こ
と
。
教
え
る
と
は
共
に
希
望

を
語
る
こ
と
」
　
と
言
っ
て
い
る

が
、
特
に
高
校
教
育
は
こ
の
人

生
へ
の
希
望
を
育
て
つ
つ
学
業

と
ス
ポ
ー
ツ
の
両
立
を
目
指
し

て
日
々
誠
実
な
努
力
を
積
み
重

ね
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
う
し
て
、
真
に
若
々
し

い
生
気
に
満
ち
た
学
園
が
実
現

す
る
の
で
あ
る
。

私
は
長
ら
く
母
校
に
在
職
し

た
お
か
げ
で
、
時
々
年
次
別
同

言

3

∵

「
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提
　
′
お

い
て
帰
途
に
着
く
。
そ
の
と
き

不
思
議
に
み
ん
な
明
日
へ
の
フ
ァ

イ
ト
が
わ
き
上
が
る
の
を
感
ず

る
よ
う
で
あ
る
。
立
志
の
時
代

へ
立
ち
返
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

総
会
・
支
部
・
年
次
別
を
問
わ

ず
進
ん
で
参
加
し
、
母
校
へ
の

を
大
切
に
す
る
教
育
の
本
道
を

歩
み
続
け
て
き
た
。
高
校
教
育

が
単
に
有
名
大
学
へ
の
進
学
率

や
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
制
覇
の
み

を
追
う
結
果
主
義
に
陥
っ
て
な

ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
例
え
ば
野
球
の
甲
子
園
大

同
窓
生
と
母
校

窓
会
に
招
か
れ
る
。
ど
の
会
で

も
在
学
時
代
の
懐
旧
談
に
花
を

咲
か
せ
、
あ
ら
た
め
て
友
情
の

尊
さ
を
か
み
し
め
る
。
そ
し
て
、

校
歌
や
応
援
歌
の
斉
唱
を
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
散
会
し
、

青
春
の
日
へ
の
熱
い
思
い
を
抱

中

　

山

思
い
を
新
た
に
し
た
い
も
の
で

あ
る
。ま

た
、
同
窓
生
は
後
輩
に
思

い
を
寄
せ
母
校
の
発
展
を
心
か

ら
願
う
。
秋
田
高
校
は
文
武
両

道
・
自
主
自
律
の
伝
統
精
神
の

も
と
に
、
日
々
の
努
力
の
過
程

健
（
暗
8
卒
）

会
出
場
も
、
こ
の
本
道
に
立
っ

た
う
え
で
の
成
果
で
あ
る
か
ら
、

同
窓
生
を
は
じ
め
心
あ
る
人
々

は
真
に
称
賛
と
激
励
の
拍
手
を

送
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
後
輩
は
先
輩
の
熱
い

期
待
に
こ
た
え
て
、
そ
の
後
に

続
こ
う
と
す
る
。
こ
の
精
神
も

ま
た
教
育
上
大
切
で
あ
る
。
そ

の
意
味
に
お
い
て
、
優
れ
た
同

窓
先
輩
の
講
演
は
有
意
義
で
あ

る
。
私
は
旧
秋
中
二
年
生
の
と

き
、
町
田
忠
治
農
林
大
臣
の
親

し
く
語
り
か
け
る
講
演
を
聴
き

大
き
な
感
銘
を
受
け
た
。
こ
う

し
た
講
演
は
従
来
も
行
わ
れ
て

き
た
が
、
学
校
と
同
窓
会
と
の

緊
密
な
連
携
の
も
と
に
、
さ
ら

に
計
画
的
に
実
施
す
る
の
も
有

意
義
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
講

師
が
そ
の
道
に
優
れ
た
業
績
を

持
つ
だ
け
で
な
く
、
後
輩
に
対

す
る
強
い
愛
情
と
後
輩
の
信
頼

を
か
ち
得
る
誠
実
さ
の
持
ち
主

で
あ
れ
ば
、
い
っ
そ
う
効
果
的

な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

祝栄

鷺
お
あ
苫
ら
ど
ざ
叫
ま
す

こ
の
事
の
叙
勲
で
、
秋
高
同
窓
生
か
ら
五
名
の
受
章
者
が
出
た
。

勲
二
等
瑞
宝
章
が
お
二
人
。
現
同
窓
会
長
の
丸
山
健
氏
と
東
京
在
住

の
会
社
社
長
の
加
賀
谷
誠
一
氏
。
ま
た
叙
勲
で
は
な
い
が
、
映
画
監

督
の
岩
崎
雅
典
氏
が
「
サ
シ
バ
海
を
渡
る
タ
カ
」
で
内
閣
総
理
大
臣

賞
、
直
木
賞
作
家
の
西
木
正
明
氏
が
新
田
次
郎
文
学
賞
の
栄
誉
に
輝

い
た
。
同
窓
と
し
て
喜
ば
し
い
限
り
。
ご
紹
介
す
る
。

彰学　　　　田禦
端正

敵
も

璃蟻諭

嘗珊
ヽ　　‾‾，

汚′　言論1鴨
加賀谷誠一氏　　　　丸山健氏

略
歴
　
秋
中
（
昭
1
4
卒
）
、
　
静
岡
大
学
学
長
。
6
0
年
か
ら
3

山
形
高
校
、
東
北
大
学
法
学
部

卒
。
憲
法
と
ド
イ
ツ
法
が
専
門

で
、
秋
田
大
学
、
東
北
大
学
を

経
て
静
岡
大
学
へ
。
法
学
博
士

で
昭
和
5
2
年
か
ら
2
期
5
年
、

年
、
秋
田
経
法
大
学
学
長
。
米

国
ネ
ブ
ラ
ス
カ
名
誉
州
民
。

（
関
連
記
事
四
面
）

図
ら
ず
も
勲
二
等
瑞
宝
章
の

栄
に
浴
し
、
身
に
余
る
光
栄
で

す
。
昭
和
二
十
二
年
東
大
電
気

工
学
科
卒
業
後
（
株
）
フ
ジ
ク
ラ

（
旧
藤
倉
電
線
）
　
に
入
社
し
、

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
情
報
通
信

に
不
可
欠
な
電
線
お
よ
び
光
フ
ァ

イ
バ
ー
事
業
を
永
年
に
わ
た
り

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
後
輩
の

『
須
磨
弥
吉
郎
登
場
』西

木
正
明

拙
著
『
夢
幻
の
山
旅
』
が
新

田
次
郎
文
学
賞
を
い
た
だ
い
た

際
に
は
、
同
窓
の
皆
様
か
ら
暖

か
い
お
祝
い
を
た
ま
わ
。
、
感

激
し
て
お
り
ま
す
。
『
同
窓
会

だ
よ
り
』
発
行
直
後
の
ヒ
月
一

一
讃
誉
一

総
理
大
臣
賞
　
記
録
映
画

サ
シ
バ
海
を
渡
る
タ
カ

岩
崎
雅
典

日
本
に
生
息
す
る
ワ
シ
や
タ

カ
の
生
態
記
録
に
こ
だ
わ
っ
て

き
た
。
自
然
界
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
。
〝
サ
シ
バ
〟
　
は
繁
殖
の

た
め
東
南
ア
ジ
ア
方
面
か
ら
飛

西木正明氏

六
日
に
は
、
秋
高
の
先
輩
須
磨

弥
吉
郎
氏
が
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
活
躍
す
る
現
代
史
ミ
ス
テ
リ
ー

皆
様
、
人
生
を
深
く
耕
す
こ
と

も
心
掛
け
て
下
さ
い
。

略
歴
　
秋
中
　
（
昭
1
7
卒
）
、

山
形
高
校
、
東
大
工
学
部
卒
。

藤
倉
電
線
に
入
社
、
海
底
電
線

ケ
ー
ブ
ル
を
民
間
人
と
し
て
め

ず
ら
し
い
藍
綬
褒
章
受
章
。
昭

和
5
4
社
長
、
平
4
会
長
、
平
五

相
談
役

『
臭
の
朝
』
が
、
文
芸
春
秋
か

ら
刊
行
さ
れ
ま
す
。
山
本
五
十

六
の
副
官
が
主
人
公
で
す
が
、

物
語
を
通
じ
て
、
あ
り
し
日
の

須
磨
先
輩
を
し
の
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
幸
で
す
。

（
昭
3
4
卒
－
早
大
）

（
関
連
記
事
五
面
）

来
す
る
中
型
の
タ
カ
。
子
育
て
日
本
列
島
の
農
・
山
村
の
風
景
、

の
映
像
を
撮
り
な
が
ら
み
え
て
と
り
わ
け
サ
シ
バ
や
オ
オ
タ
カ

き
た
も
の
。
そ
れ
は
変
貌
す
る

回

避イナ

†ざ？
軒

岩崎雅典氏

の
生
息
地
と
な
る
里
山
の
消
息

で
あ
る
。
ワ
シ
タ
カ
三
部
作
の

う
ち
肩
の
力
を
抜
い
た
作
品
が

評
価
さ
れ
い
さ
さ
か
戸
惑
っ
て

い
る
。
　
（
昭
3
4
卒
－
早
大
）

（
関
連
記
事
五
面
）

新
校
長
に
松
岡
正
樹
氏

一
一
Ⅰ
一
瞥

鮎庖

略
歴
　
秋
田
高
（
昭
3
0
卒
）
、

秋
田
大
学
、
金
沢
大
学
教
育
学

部
歴
史
専
攻
科
卒
。
大
曲
高
教

諭
を
振
り
出
し
に
、
秋
田
南
、

秋
田
高
へ
。
県
教
育
セ
ン
タ
ー

）卒八
日
V

3（

指
導
主
事
か
ら
秋
田
高
教
頭
、

能
代
工
業
高
校
長
を
経
て
、
母

校
校
長
。
生
徒
か
ら
校
長
と
母

校
4
回
回
遊
が
自
慢
。

（
関
連
記
事
四
面
）

天
　
上
　
天
　
下

▼
Y
B
C
山
形
放
送
の
夕
方
ワ

イ
ド
「
ぴ
よ
ぴ
よ
卵
ぱ
く
だ
ん
」

が
放
送
し
た
山
形
県
立
米
沢
東

高
校
放
送
部
制
作
の
ビ
デ
オ
作

品
「
3
8
1
　
バ
ト
ル
」
を
見

た
。
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
た
作
品

で
出
演
者
の
表
情
も
よ
く
画
面

を
紹
介
で
き
な
い
の
が
残
念
だ
。

▼
画
面
は
、
テ
ス
ト
に
備
え
て

「
覚
え
ろ
・
よ
く
考
え
ろ
・
勉

強
し
ろ
」
　
で
始
ま
る
。
「
3
8

1
」
　
は
、
な
ん
と
一
年
間
の
テ

ス
ト
の
回
数
な
の
だ
。
「
テ
ス

ト
好
き
で
す
か
？
」
答
え
「
大

嫌
い
・
好
き
な
奴
な
ん
か
い
な

い
・
回
数
が
多
す
ざ
る
か
ら
」

▼
テ
ス
ト
は
、
定
期
が
3
5
回
・

課
題
が
1
8
回
・
月
例
が
3
2
回
・

小
テ
ス
ト
2
3
3
回
。
教
科
別

で
は
、
英
語
が
最
も
多
く
2
1

2
回
、
国
語
6
4
回
、
数
学
2
6
回

と
続
く
。
「
テ
ス
ト
回
数
を
減

ら
し
て
」
　
の
願
い
に
教
師
は

「
ダ
メ
で
す
」
　
の
二
言

▼
教
師
に
は
そ
れ
ぞ
れ
考
え
が

あ
っ
て
実
施
し
て
い
る
わ
け
だ

が
、
生
徒
は
　
「
こ
ん
な
に
テ
ス

ト
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
・
部
活
を
も
う
ち
ょ
っ

と
や
り
た
い
」
　
な
ど
悩
ん
で
お

。
、
テ
ス
ト
が
本
当
に
自
分
の

役
に
立
つ
の
だ
ろ
う
か
聞
く

▼
卒
業
生
は
　
「
役
に
立
つ
・
知

識
が
あ
る
と
世
の
中
楽
し
く
な

る
こ
と
が
沢
山
あ
る
」
　
な
ど
の

答
え
。
テ
ス
ト
の
回
数
が
多
す

さ
る
の
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、

生
徒
た
ち
は
「
今
、
自
分
に
と
っ

て
一
番
大
切
な
も
の
は
何
か
、

今
し
か
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
」

と
考
え
話
し
合
う
。

▼
秋
高
の
テ
ス
ト
が
ど
の
く
ら

い
の
回
数
が
あ
り
、
生
徒
た
ち
が

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

分
か
ら
な
い
。
進
学
者
が
多
い

だ
け
に
テ
ス
ト
は
避
け
ら
れ
な

い
も
の
だ
。
が
、
今
で
き
る
こ

と
は
、
今
全
力
を
尽
く
し
て
や

り
進
学
し
た
ら
何
を
す
る
の
か
。

誰
に
言
わ
れ
な
く
と
も
考
え
て

お
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。

▼
作
品
の
ラ
ス
ト
は
「
で
も
や
っ

ぱ
り
テ
ス
ト
は
イ
ヤ
ダ
ー
7
」
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常
置
委
員
会
　
異
動

▼
企
画
委
員
会

餌
軽
部
和
夫
－
小
野
健
爾

▼
広
報
委
員
会

飾
安
藤
巳
智
子
↑
斉
藤
裕
義

▼
名
簿
委
員
会

副
委
員
長
　
那
波
伊
四
郎

（
五
十
嵐
和
子
・
死
亡
）

▼
財
政
委
員
会

委
員
長
豊
口
祐
一
－
田
村
義

智ま
た
委
員
に
斎
藤
信
郷
4
4
卒

▽
企
画
委
員
会
　
（
4
月
1
4
日
）

小
玉
副
会
長
以
下
1
2
名
の
委

員
出
席
。
会
場
泰
山
荘
。
当
面

の
行
事
日
程
中
「
総
会
」
　
に
つ

い
て
相
談
。
7
月
1
5
日
　
（
土
）

か
1
6
日
を
決
め
、
会
長
・
副
会

長
の
裁
断
を
仰
ぐ
。
ま
た
　
「
若

年
次
　
（
4
9
卒
～
6
0
卒
）
」
　
対
策

と
し
て
、
二
学
期
以
降
「
ど
ん

な
案
件
」
　
で
行
う
か
、
状
況
を

見
て
判
断
す
る
。
学
校
側
か
ら

「
卒
業
式
と
同
窓
会
入
会
式
」

の
分
離
を
提
案
。
理
由
①
長
時

同
窓
生
と
い
う
も
の
は
あ
り

が
た
い
も
の
で
あ
る
。
東
京
に

出
て
間
も
な
く
三
十
年
に
も
な

ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中

で
同
窓
の
人
と
会
っ
た
り
す
る

と
、
何
と
な
く
ほ
っ
と
し
て
き

も
ち
が
和
ら
ぐ
の
を
感
ず
る
。

ま
し
て
懐
か
し
い
秋
田
弁
で
語

。
か
け
ら
れ
る
と
、
心
が
め
ろ

め
ろ
と
な
り
そ
う
に
な
る
。
不

思
議
な
も
の
で
あ
る
。

私
は
昭
和
十
八
年
、
雄
物
川

町
か
ら
秋
田
中
学
に
入
学
し
、

一
年
D
組
に
入
れ
ら
れ
た
。
当

時
我
国
は
大
東
亜
戦
争
た
け
な

わ
で
、
戦
局
は
我
に
利
あ
ら
ず
、

学
校
で
は
配
属
将
校
が
巾
を
利

か
し
、
上
級
生
は
勤
労
動
員
、

下
級
生
は
勤
労
奉
仕
と
慌
た
だ

し
い
毎
日
が
続
い
て
い
た
。
わ

れ
わ
れ
生
徒
は
巻
脚
半
に
足
駄

宮

　

′転
に
卒
業
式
・
新
入
会
員
入
会
式
の

Ⅷ
員
員

重
役
報

分
離
挙
行
が
決
ま
る

さ
は
今
で
も
思
い
出
す
。

学
校
で
は
当
時
豚
を
飼
っ
て

い
て
、
当
番
者
は
リ
ヤ
カ
ー
を

引
い
て
、
近
所
の
家
庭
か
ら
糾

問
の
た
め
生
徒
に
疲
労
感
が
あ

る
。
②
祝
賀
会
が
あ
る
の
で
、

担
任
と
卒
業
生
の
別
れ
の
時
間

が
な
い
等
あ
っ
た
が
、
大
き
な

問
題
な
の
で
、
後
の
役
員
会
に

委
ね
る
。

▽
当
番
年
次
打
ち
合
わ
せ
会

4
月
2
5
日
　
（
火
）
、
第
一
会

館
に
て
開
催
。
大
友
企
画
委
員

長
以
下
2
1
名
出
席
。

1
、
総
会
に
つ
い
て
一
期
目

を
会
長
・
副
会
長
に
委
ね
、
日

程
な
ど
昨
年
ど
お
り
。
1
2
時
半

よ
り
、
支
部
長
会
議
。
1
4
時
、

総
会
。
川
平
成
6
年
度
事
業
報

告
・
決
算
。
佃
平
成
7
年
度
事

業
計
画
・
予
算
案
な
ど
。

2
、
講
演
者
の
選
考
－
3
9
年

次
よ
り
、
「
人
選
」
　
は
3
9
年
次

に
任
せ
て
く
れ
と
い
う
申
し
出

が
あ
っ
て
、
後
に
講
演
者
を
3
9

年
次
の
　
「
松
本
岸
雄
氏
」
（
生

徒
会
長
・
J
R
東
日
本
工
事
事

務
所
）
　
に
決
定
。
入
会
式
激
励

著
の
選
考
、
「
だ
よ
り
」
広
告

年
次
別
分
担
等
話
し
合
っ
た
。

▽
広
報
委
員
会
（
5
月
1
0
日
、

5
月
2
9
日
の
二
回
）

と
い
う
出
立
ち
で
戦
闘
帽
を
冠
っ

て
の
登
校
で
あ
っ
た
。
運
動
場

は
コ
ー
ク
ス
が
敷
き
詰
め
て
あ
っ

て
、
裸
足
で
歩
く
時
の
足
の
痛

1
、
4
社
か
ら
印
刷
見
積
り

が
あ
っ
た
の
で
、
印
刷
所
の
決

定
を
行
い
、
担
当
副
会
長
お
よ

び
会
長
の
承
認
で
「
秋
田
マ
イ

ク
ロ
」
　
に
決
定
。
ま
た
第
4
6
号

で
は
、
丸
山
会
長
の
「
春
の
叙

勲
」
　
や
校
長
、
教
頭
の
異
動
等

で
六
面
を
計
画
。

▽
財
政
委
員
会
（
5
月
1
1
日
、

5
月
3
0
日
の
二
回
一

全
会
員
会
費
納
入
に
と
も
な

う
一
年
目
の
予
算
案
と
い
う
こ

と
で
、
二
回
に
わ
た
っ
て
慎
重

に
編
成
上
の
話
し
合
い
を
行
っ

た
。

▽
名
簿
委
員
会
（
5
月
1
6
日
）

名
簿
特
別
会
計
の
報
告
か
ら

今
年
度
の
業
務
計
画
を
話
し
合
っ

た
。

▽
役
員
会
　
（
6
月
2
日
）

1
、
こ
れ
ま
で
の
各
常
置
委

員
会
の
報
告
と
事
務
局
よ
り
会

務
報
告
を
行
う
。

2
、
企
画
委
員
会
に
問
題
提

起
さ
れ
た
「
卒
業
式
と
同
窓
会

入
会
式
の
分
離
案
に
つ
い
て
協

議
し
今
年
度
よ
り
「
入
会
式
」

を
独
自
に
行
う
こ
と
に
し
た
。

ヽ
　
・
　
＿
、
l
　
　
　
　
ヽ
′
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
′
　
　
　
ヽ
′

を
集
め
て
回
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
中
国
か
ら
は
中
学
の

先
生
が
研
修
に
来
校
さ
れ
、
何

日
間
か
私
の
隣
の
席
で
授
業
を

見
学
し
帰
国
さ
れ
た
。
そ
ん
な

状
況
の
中
、
先
生
方
は
一
生
懸

命
に
授
業
を
担
当
さ
れ
、
秋
田

中
学
の
伝
統
と
衿
持
と
を
鼓
吹

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
実
社
会
で

思
う
こ
と
は
、
伝
統
を
重
ん
ず

る
学
校
の
卒
業
生
に
は
、
そ
こ

は
か
と
し
た
品
性
が
窺
わ
れ
る
。

や
は
り
ど
こ
か
違
う
の
で
あ
る
。

秋
高
百
二
十
年
誌
に
は
載
っ
て

成
績
、
幸
先
の
い
い
ス
タ
ー
ト

を
き
っ
た
。
結
果
的
に
国
公
立

合
格
は
東
北
唯
一
二
百
突
破
の

叩
現
浪
合
わ
せ
て
こ
れ
も
唯

い
な
い
が
、
当
時
の
国
状
を
反

映
し
て
、
秋
中
で
は
昭
和
二
十

年
に
一
度
だ
け
幼
年
学
校
組
を

編
成
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
ク

ラ
ス
の
成
績
が
他
の
ク
ラ
ス
と

比
較
し
て
平
均
値
が
良
く
な
い

こ
と
が
判
り
、
問
題
と
な
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
丁
度
今
年
の
巨

人
軍
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
に
も
記
録
に
残
さ
れ
て

い
な
い
事
で
は
、
羽
城
の
復
刊

第
一
号
を
先
輩
と
一
緒
に
ガ
リ

板
で
印
刷
し
た
こ
と
、
南
京
虫

の
降
っ
て
く
る
堅
別
の
兵
舎
等
々
、

諸
々
の
事
柄
が
走
馬
燈
の
よ
う

に
目
に
浮
か
ぶ
。

秋
高
の
教
育
目
標
の
中
に

「
品
性
の
陶
冶
」
と
い
う
一
項

目
が
あ
る
。
頁
に
当
を
得
た
目

標
で
あ
。
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ

て
「
頂
門
の
一
針
」
で
あ
っ
た
。

慶
　
祝

勲
五
等
双
光
旭
日
章

勲
二
等
瑞
宝
章
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
周
二
　
（
1
3
卒
）

丸
山
　
　
健
（
1
4
卒
）
　
総
理
大
臣
賞
（
記
録
映
画
）

勲
二
等
瑞
宝
章

加
賀
谷
誠
一
（
1
7
卒
）

勲
四
等
瑞
宝
車

岩
谷
　
文
雄
（
1
5
卒
）

教
職
員
異
動

◇
退
職

椎
名
　
光
雄
校
長

小
野
　
健
爾
先
生

武
藤
　
充
子
先
生

岩
崎
　
雅
典
　
（
3
4
卒
）

新
田
次
郎
文
学
賞

西
木
　
正
明
（
3
4
卒
）

（
鈴
木
　
正
昭
）

◇
転
出
　
（
転
出
先
等
）

河
先
　
　
進
教
頭

（
湯
沢
商
工
高
校
長
）

桝
田
　
浩
司
事
務
長

（
教
育
庁
福
利
課
課
長
）

藤
森
　
健
司
先
生
　
（
秋
田
北
）

室

㌢

…

…

～

∴

イ

平
成
7
年
度
入
試
を
ふ
。
か
え
っ
て

妥
協
の
な
い
自
己
実
現
を
目

指
し
て
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

め
だ
っ
た
こ
の
春
の
タ
タ
カ
ィ
、

県
外
の
ラ
イ
バ
ル
達
と
の
し
の

ぎ
あ
い
の
結
果
を
紹
介
す
る
。

学
鐸
掴
鑑
覇
鎧

4
ヽ

9満大約
点学160
の人が短
582試再大

挑各
戦種

1
7
、
就
職

と

し、

う

比

セ
ン
タ
ー
試
験

点
は
東
北
3
位
の800率　3
好点○

一
、
三
百
突
破
の
聖
い
ず
れ

も
昨
年
に
続
い
て
ト
ノ
ブ
で
あ

る
。
東
北
大
学
は
近
県
上
位
校

軒
並
み
数
を
下
げ
る
中
、
現
役

は
2
2
か
ら
m
誓
現
浪
合
わ
せ
て

3
5
（
昨
年
型
と
増
や
し
た
。

こ
の
流
れ
は
今
年
も
伸
ば
し
た

い
と
こ
ろ
だ
が
、
一
、
二
年
時

に
は
百
名
を
越
え
る
志
望
者
が

い
る
の
だ
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
満

足
で
き
な
い
。
東
大
も
現
役
5

（
6
）
、
現
浪
8
（
7
）
　
と
面
目

を
保
っ
た
わ
け
だ
が
、
昨
年
よ

り
受
験
者
実
数
が
増
え
た
分
、

今
一
歩
数
を
伸
ば
し
た
か
っ
た
。

最
近
の
世
情
は
ま
さ
に
混
沌
で

あ
る
。
願
は
く
ぼ
我
が
秋
田
高

校
が
、
世
界
の
潮
流
に
棒
さ
し

て
、
そ
の
本
流
を
薫
地
に
進
ん

で
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
庶

幾
う
も
の
で
あ
る
。

略
歴

昭
和
六
年
　
雄
物
川
町
生
ま
れ

・
旧
秋
田
中
、
幼
年
学
校
、
旧

制
秋
田
高
校
（
理
科
一
を
経

て
、
東
北
大
学
医
学
部
卒

そ
の
他

・
東
北
大
学
第
一
内
科
入
局

・
大
洗
海
岸
病
院
内
科
医
長

・
伊
豆
逓
信
病
院
内
科
副
部
長

・
愛
誠
病
院
内
科
部
長

・
同
　
　
副
院
長

昭
和
六
十
一
年

水
野
病
院
副
院
長

現
在
　
同
　
院
長

菊
池
　
勝
俊
先
生
（
警
察
学
校
）

金
　
　
節
男
先
生
（
土
木
部
都
市

公
園
建
設
事
務
所
保
健
体
育
課
）

渡
辺
　
明
先
生
（
生
活
環
境
部

交
通
安
全
対
策
課
保
健
体
育
課
）

山
本
　
長
幸
先
生
　
（
本
荘
）

奈
良
一
崇
先
生
（
大
館
鳳
鳴
）

五
十
嵐
恒
憲
先
生
　
（
本
荘
）

小
林
　
昌
子
主
査
　
（
男
鹿
）

渡
辺
　
　
憲
主
査
　
（
教
育
庁
）

佐
藤
鉄
行
主
任
技
師
（
秋
田
養
護
）

淡
路
　
　
正
先
生
　
（
湯
沢
）

橋
本
　
澄
子
先
生
　
（
秋
田
南
）

石
塚
　
淳
子
先
生
（
秋
田
中
央
）

進
路
指
導
主
事

柴
　
田
　
義
　
弘

ケ
H

後
期
で
も
し
ぶ
と
く
2
獲
得
。

以
下
現
役
で
東
工
大
も
4
（
4
）

は
立
派
。
北
海
道
1
2
（
8
）
、
筑

波
9
一
7
）
、
東
京
外
語
3
一
2
）
、

お
茶
の
水
4
（
2
）
　
で
増
加
し
、

一
橋
1
（
3
）
、
京
都
1
（
3
）

は
若
干
減
。
新
潟
2
8
（
空
　
は

堅
調
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

そ
う
し
た
中
、
東
北
近
県
、

岩
手
2
（
6
）
、
山
形
4
（
1
0
）
、

福
島
1
（
6
）
が
は
っ
き
り
滅
。

秋
田
大
学
も
昨
年
の
6
5
か
ら
4
3
。

医
学
が
昨
年
の
ゆ
り
も
ど
し
で

倍
率
3
・
8
か
ら
1
0
倍
へ
大
幅
ア
ノ

ブ
。
現
役
5
（
8
）
　
は
今
年
は

推
薦
の
み
、
浪
人
は
2
（
1
1
）

だ
っ
た
。
県
内
占
有
率
は
3
4
％

か
ら
1
9
％
へ
と
大
幅
ダ
ウ
ン
。

佐
川
　
玲
子
さ
ん

◇
転
入

松
岡
　
正
樹
校
長
（
能
代
工
業
）

嵯
峨
　
利
昭
事
務
長
（
秋
田
北
）

椎
名
　
延
子
先
生
　
（
秋
口
北
）

目
黒
伊
久
夫
先
生
　
（
本
荘
）

目
黒
　
大
作
先
生
　
（
秋
田
南
）

安
藤
巳
智
子
先
生
（
秋
田
中
央
）

佐
藤
　
健
公
先
生
　
（
新
屋
）

菊
池
一
二
三
先
生
（
青
年
の
家
）

佐
々
木
晃
久
先
生
　
（
由
利
工
）

近
藤
　
周
平
先
生
（
大
館
鳳
鳴
）

伊
藤
　
光
喜
先
生
（
秋
田
工
定
）

渡
部
　
正
軌
先
生

矢
尾
　
　
寛
主
査

会
館
）

佐
々
木
　
仁
主
査

藤
原
文
雄
主
任
技
師

市
川
　
博
規
先
生

長
町
ゆ
か
り
先
生

田
口
　
能
祐
先
生

佐
藤
　
国
夫
先
生

太
田
　
　
稔
先
生

荒
川
　
宏
造
先
生

露
崎
由
美
子
先
生

小
野
　
健
爾
先
生

山
崎
真
理
子
さ
ん

（
秋
田
西
）

（
ス
ポ
ー
ツ

（
秋
田
工
）

（
秋
田
南
）

（
新
採
用
）

（
講
師
）

（講師）

（
講
師
）

（
講
師
）

（
講
師
）

（
講
師
）

（
講
師
）

隔
年
現
象
で
ど
う
な
る
か
だ
が

楽
観
で
き
な
い
。
鉱
山
も
県
内

占
有
率
は
3
5
％
と
全
国
区
。
地

元
だ
か
ら
受
け
て
み
よ
う
か
、

で
は
入
れ
な
い
。

全
国
的
に
は
地
元
志
向
、
国

公
立
回
帰
と
い
わ
れ
て
い
る
中

そ
う
い
う
わ
け
で
本
校
の
国
公

立
大
進
学
は
昨
年
よ
。
3
0
減
。

外
へ
出
て
戦
う
こ
と
も
求
め
ら

れ
て
い
る
本
校
で
も
あ
り
、
現

三
年
生
の
動
向
に
注
目
が
集
ま

る
。私

立
大
の
成
果
も
め
ざ

い
。
合
格
総
数
は
懸
懸
にま

よ
ん
だ
。
早
稲
田
2
0
　
1
1
）慶お　し

ヰ

∵

J

u

く
さ
さ
虞

■

田
・阿り

蔚
紳

ロ
■
ロ
閑
凶
囲闊

ほ
田

漱粟漉：　　』腿

活用される進路学習センタ一
～昼休みの－コマ～

応
9
（
5
）
、
明
治
1
5
（
1
1
）
、
法

政
7
（
3
一
、
立
教
5
（
1
）
、
青

山
学
院
9
　
（
5
）
、
学
習
院
5

一
1
）
　
と
、
簡
単
に
は
実
現
で

き
な
い
数
字
で
あ
る
。

県
外
進
路
関
係
者
と
の
会
議

で
も
、
本
校
の
今
回
の
数
字
、

難
関
大
の
成
果
に
し
て
も
、
国

私
の
バ
ラ
ン
ス
に
し
て
も
注
目

の
的
。
秋
高
生
の
た
ゆ
ま
ざ
る

頑
張
り
に
よ
り
、
来
春
は
さ
ら

に
質
の
高
い
進
路
を
め
ざ
し
て

ほ
し
い
。

大学合格者一覧表（抜粋）

ll橋

横　浜　国　立

新　　　　潟

5　　3　　4

3

2　　5　　23　　8　　2

2

択金

京
1　　3

1

1　　2

都
　
立郁

012

計立

・

一

一

　

′

∴

東
　
国

5　　60　　135　　79

9

青　山　学　院

8　　0

2

3　　1

1

5　　9

学　習　院

慶　応　義　塾

54

上　　　　智　1

中　　　　央　15　18　33

津　田　塾　　5　　　　　5

東　京　理　科　　9　13　22

9202

9

日　　　　　本

法　　　　政

明　　　　治

立　　　　教

早　稲　田

立　命　館

私立計

7

　

　

7

　

　

7

　

　

4

　

　

3

　

　

2

1

　

　

2

　

　

　

　

　

　

3

　

　

2

　

　

（

日

日

4

0

　

　

2

　

　

2

　

　

4

　

　

7

　

　

7

1

　

　

1

　

　

　

　

　

　

　

1

　

　

1

　

　

8

2

7
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5

　

　

0

　

　

6

　

　

5

1

　

　

　

　

　

　

2

　

　

　

　

　

　

9

1

項目　平成7年度

大学名　　　　現　浪　計

北　海　道　12　　6　18

弘　　　　前　　7　　5．12
75

手　　2岩

3511

北　　24東

73

4形‖

396123

）教（

（医）　　　5　　2　　7

（鉱）　15　　7　22

秋
　
田

1
1

島福

茨
　
筑

3　　0

1

2　　11　　9

城
　
波

0146

玉埼

千　　　　葉　　6　1　7

東　京　外　語　　3　　　　　3

東　　　　京　　5　　3　　8

東　京　学　芸　　6　1　7

電　気　通　信　　3　　　　　3

東　京　工　業　　4　1　5

お茶の水女子　4　　4

秋高39会　次回の同期会は、平成8年8月10日（土）開催されます。
皆様方の積極的な御参加をお待ちしております。　　　会長　佐　藤　一　誠

住所・TEL・勤務先等に変更のあった方は、御連絡ください。　渡部克忠　0188－28－4125（会社TEL）赤沼　侃　0188－63－9341（会社TEL）

（同期会名簿は、常に最新のものに更新しております）　　　　　　　　　　0188－28－5294（会社FAX）　　　　　0188－63－9347（会社FAX）

0188－28－4602（自宅TEL）　　　　　　0188－28－5780（自宅TEL）
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茎

琴

蔓

嬰

蔓

李

蔓

至

蔓

更

芙

更

蛋

更

王

更

王

更

蛋

至

蛋

至

蛋

更

蔓

憂

英

姿

蔓

嬰

蔓

琴

蔓

挙

蔓

挙

蔓

挙

蔓

嬰

蔓

更

蛋

至

蛋

更

蛋

更

蛋

更

蛋

更

蛋

更

蛋

更

蛋

更

蛋

更

蛋

更

蛋

更

蛋

更

蛋

至

蔓

更

蔓

憂

蔓

更

蛋

更

平
成
7
年
度
の
教
職
員
の
定
期
異
動
で
、
母
校
で
は
1
7
名
も
の
退
職
・
転
勤
が
行
わ
れ
た
。
特
に
こ
れ
ま
で
学

校
の
舵
取
り
を
し
て
き
た
校
長
・
教
頭
・
事
務
長
が
代
わ
り
、
加
え
て
同
窓
会
の
事
務
局
長
ま
で
交
替
し
た
。

以
下
ご
あ
い
さ
つ
を
戴
く
わ
け
だ
が
、
退
職
・
転
任
者
に
は
労
を
ね
ぎ
ら
い
つ
つ
感
謝
と
今
後
の
ご
健
闘
を
祈

。
、
新
任
の
先
生
方
に
は
、
存
分
に
実
力
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
礼
を
尽
く
し
て
お
迎
え
し
た
い
。

董

r

善

菩

菩

葺

9

釜

9

葺

9

葦

9

葦

善

等

9

菩

葦

9

甘

薯

9

釜

9

菩

釜

9

善

茎

曹

9

茸

中

華

善

菩

9

葦

サ

善

等

9

善

菩

9

葦

9

釜

9

善

等

9

菩

菩

董

r

篭

9

菩

9

父

苓

9

父

苓

9

学
校
創
立
百
二
十
周
年
の
記

念
す
べ
き
と
き
に
、
母
校
の
校

長
と
し
て
在
任
で
き
ま
し
た
こ

と
、
本
当
に
幸
せ
に
存
じ
ま
し

た
。
と
同
時
に
、
輝
か
し
い
歴

史
と
伝
統
を
礎
に
、
新
た
な
る

充
実
発
展
を
期
し
て
力
強
い
第

一
歩
を
刻
む
こ
と
を
、
最
大
の

好
転
紋
軒
紅

粉薫醇醸輯
t

■

錮固
匹瓦刃鰯訂ソ頂■田

掬定

召
嶺

茸

妄－．苛ノ、　　′　ノ．，

Ilも鰭　　′、．二・、

望欝亀　ナナ叫㍉
転瑠韻撼㍍群顎

得

藤

椎名光雄氏

責
任
と
決
意
し
ま
し
た
。

そ
の
幸
せ
と
決
意
を
噛
み
締

め
、
生
徒
に
対
し
て
は
機
会
あ

る
ご
と
に
、
「
汝
、
浩
然
の
気

を
養
い
し
か
」
　
「
汝
、
琢
成
に

努
め
し
か
」
と
問
い
続
け
ま
し

た
。
ま
た
、
「
学
校
は
一
人
社

会
の
孤
島
で
は
な
い
」
を
基
本

ス
タ
ン
ス
と
し
、
「
現
状
維
持

は
一
種
の
後
退
で
あ
る
」
と
の

姿
勢
を
も
っ
て
、
学
校
経
営
に

当
た
っ
て
参
り
ま
し
た
。

お
陰
様
で
、
全
国
的
に
は
稀

有
と
な
っ
た
「
文
武
両
道
」
を

具
現
す
る
学
校
と
し
て
、
十
分

で
は
な
い
と
し
て
も
、
目
指
す

方
向
に
歩
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
生
徒
諸
君
が
、

「
自
主
自
律
の
精
神
」
を
も
ち
、

理
想
の
実
現
に
努
力
し
た
成
果

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
「
人
の

美
を
成
す
」
　
こ
と
に
使
命
感
を

も
ち
、
誠
心
誠
意
ご
尽
力
さ
れ

た
先
生
各
位
の
お
力
に
よ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
更
に
、
我
が

子
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
た

ご
父
母
及
び
母
校
の
名
声
の
発

揚
を
念
じ
た
同
窓
生
各
位
の
ご

支
援
と
ご
協
力
の
賜
で
も
あ
。

ま
す
。
誠
に
あ
り
が
た
く
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
十
年
間
本
校
に
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

引
き
続
い
て
の
教
頭
職
と
い
う

こ
と
で
改
め
て
そ
の
責
任
の
重

さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
数
年
間
、
秋
高
も
学
校

週
五
日
制
の
月
二
回
の
実
施
や

新
教
育
課
程
の
編
成
等
を
始
め

と
す
る
時
代
の
変
化
や
要
請
に
、

ど
う
適
切
に
対
応
す
る
か
と
い

う
課
題
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

百
二
十
年
余
の
長
い
伝
統
に

培
わ
れ
た
す
く
れ
た
校
風
を
継

承
し
、
文
武
両
道
、
自
主
自
律

の
精
神
の
も
と
で
、
本
校
の
教

育
目
標
の
実
現
の
た
め
に
、
今

後
と
も
一
層
の
努
力
を
傾
け
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま

す
。同

窓
各
位
の
絶
大
な
る
御
支

援
と
御
鞭
接
を
、
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

斎藤秀男氏

▼
略
　
歴

本
荘
高
校
、
秋
田
大
学
学
芸
学

部
・
中
高
課
程
国
語
科
卒
。

大
曲
農
業
高
校
、
湯
沢
高
校
、

秋
田
西
高
校
教
諭
を
経
て
、
昭

和
六
十
年
四
月
か
ら
本
校
に
勤

務
。
本
年
四
月
に
教
頭
と
な
る
。

受
験
戦
争
真
っ
只
中
の
日
本

列
島
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

中
で
、
本
校
の
不
易
の
教
育
を

堅
持
し
続
け
る
こ
と
は
極
め
て

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
本
校
な
ら
ば
必
ず
そ
れ

を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
衷
心
か
ら
願
い
、

同
窓
生
皆
様
の
ご
清
栄
を
ご
祈

念
し
、
お
礼
と
致
し
ま
す
。

椎
名
光
雄
先
生
が
平
成
六
年

度
全
国
教
育
功
労
者
と
し
て
、

文
部
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
、
陛

下
に
拝
謁
を
許
さ
れ
た
。

略
歴
　
秋
田
高
（
昭
2
8
）
、
秋

田
大
学
卒
。
毛
馬
内
高
、
大
曲

高
、
横
手
高
を
経
て
、
教
育
庁

指
導
課
指
導
主
事
、
高
校
教
育

課
管
理
主
事
。
角
館
高
教
頭
、

湯
沢
商
高
校
長
、
能
代
高
校
長
、

秋
田
高
校
長
。

退
職
後
秋
田
福
祉
専
門
学
校
長

H

　

　

　

　

へ

、

、

　

　

　

　

－

1

祝
典
に
巡
。
合
っ
て

“

喜
藻
睾
睾
素
嵐
芋
豪
藤

赴
任
し
た
頃
は
残
雪
の
見
ら

れ
た
山
脈
も
す
っ
か
り
濃
緑
に

変
わ
。
ま
し
た
。

秋
高
在
職
の
五
年
間
、
自
主

自
律
・
文
武
両
道
の
校
是
の
も

と
、
学
力
の
充
実
・
品
性
の
陶

冶
・
心
身
の
錬
磨
を
教
育
目
標

と
し
て
励
む
な
か
で
、
公
私
に

事
業
美
学
享
苓
享
意
義

河先進氏

わ
た
。
温
か
い
御
教
導
と
御
厚

情
を
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
毎

日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
誠
に
有
。
難
く
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
同
期
会
、
支
部
会
、

同
窓
会
の
折
。
に
、
恩
師
や
先

輩
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

た
激
励
の
お
言
葉
の
数
々
は
、

本
当
に
心
強
い
も
の
で
あ
。
ま

し
た
。
歴
史
と
伝
統
に
秀
で
た

創
立
百
二
十
周
年
の
祝
典
に
巡

。
合
い
ま
し
た
こ
と
も
、
誠
に

幸
運
で
あ
り
感
激
の
極
み
で
あ

り
ま
し
た
。
進
学
は
勿
論
、
県

民
挙
げ
て
応
援
い
た
だ
き
ま
し

た
硬
式
野
球
部
の
甲
子
園
出
場

を
始
め
と
し
、
軟
式
野
球
部
、

柔
道
、
卓
球
な
ど
が
全
県
に
覇

を
唱
え
ま
し
た
こ
と
も
、
文
化

部
が
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
し
ま

し
た
こ
と
も
、
実
り
あ
る
貴
重

な
経
験
で
あ
り
ま
し
た
。
同
窓

生
の
一
人
と
し
て
母
校
に
奉
職

で
き
ま
し
た
こ
と
、
後
輩
の
在

校
生
と
と
も
に
校
歌
を
歌
う
こ

と
の
で
き
ま
し
た
こ
と
の
幸
せ

を
し
み
じ
み
と
感
じ
る
今
日
こ

の
頃
で
あ
り
ま
す
。

規
約
の
改
正
が
な
さ
れ
、
同

窓
の
意
識
の
高
揚
が
求
め
ら
れ

て
お
。
ま
す
昨
今
で
あ
。
ま
す

が
、
母
校
、
同
窓
会
の
益
々
の

隆
昌
と
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
転
任
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
石
。
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
河
先
進
先
生
は
、
湯

沢
商
工
高
校
長
に
栄
転
な
さ
っ

た
。

母校に赴任して
事務長　　嵯　峨　利　昭（昭鋼）

平
成
七
年
度
の

定
期
人
事
異
動
で

は
か
ら
ず
も
本
校

の
事
務
長
を
命
ぜ

ら
れ
ま
し
た
。
母

校
に
奉
職
す
る
こ

と
な
ど
は
考
え
て

も
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
い
さ

さ
か
の
戸
惑
い
も

あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
母
校
に
奉

職
で
き
た
喜
び
を

か
み
し
め
て
お
り

ま
す
。
も
と
よ
り

浅
学
無
能
の
身
で
あ
。
ま
す
の

で
、
こ
の
重
責
を
全
う
で
き
る

も
の
か
と
心
配
を
し
て
お
り
ま

す
。私

は
昭
和
三
十
四
年
卒
業
で

す
か
ら
、
当
時
の
校
舎
は
駅
前

に
あ
り
、
木
造
の
老
朽
校
舎
で

し
た
が
当
時
の
学
生
生
活
と
同

時
に
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

あ
れ
か
ら
三
十
六
年
、
現
在

は
市
の
郊
外
に
近
代
的
な
校
舎

を
持
ち
、
男
子
と
女
子
生
徒
が

の
び
の
び
と
勉
学
に
励
ん
で
お

笥11‥1－▼一命

ヰ
十
十
十
　
十
十
十

蘇
十
十
十
や
小
　
イ

嵯峨利昭氏

。
、
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

本
校
の
施
設
設
備
は
、
最
近

同
窓
会
館
や
第
二
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
の
建
設
が
行
わ
れ
、
今
年

は
研
修
会
館
の
全
面
改
修
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
母
校
の

一
層
の
発
展
充
実
の
た
め
に
、

今
後
と
も
教
育
環
境
の
整
備
に

努
め
て
ま
い
。
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
略
　
歴

日
本
大
学
法
学
部
卒

教
育
庁
学
務
課
、
文
化
課

社
会
教
育
課
、
高
校
教
育
課

義
務
教
育
課
、
秋
田
県
立
図
書

館
総
務
課
長
、
秋
田
北
高
校
事

務
長
を
経
て
本
校
に
着
任

（
秋
田
市
出
身
）

離
任
ご
あ
い
さ
つ

前
事
務
長

平
成
五
年
か
ら
、
二
度
目
の

奉
職
で
二
年
間
母
校
の
事
務
長

を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

ヰ

　

後

ヨ

十

㌢

れ

芸′

ト

J

J

桝田浩司氏

た
。
そ
の
間
浅
学
非
才
の
私
が

曲
が
り
な
り
に
も
職
務
を
果
た

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は

）

桝
　
田
　
浩
　
司
蜘（

職
員
・
同
窓
会
の
皆
様
の
お
か

げ
で
あ
り
、
ご
指
導
、
ご
厚
情

に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま

す
。二

度
目
の
勤
務
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
百
二
十
周
年
記
念

事
業
の
執
行
、
六
年
度
の
硬
式

野
球
部
の
春
、
夏
連
続
甲
子
園

出
場
の
た
め
の
募
金
に
明
け
暮

れ
し
た
二
年
間
だ
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
こ
れ
は
秋
田
高

校
の
歴
史
の
永
さ
と
、
文
武
両

道
志
向
の
実
践
の
証
で
、
や
り

が
い
も
あ
。
楽
し
く
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
国
の
名
門
と
言
わ
れ
た
多

く
の
高
校
の
予
備
校
化
が
言
わ

れ
る
中
で
文
武
両
道
を
両
立
さ

せ
て
い
る
秋
田
高
校
こ
そ
理
想

の
高
校
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。ま

も
な
く
高
校
野
球
が
始
ま

り
ま
す
。
格
調
の
高
い
校
歌
が

甲
子
園
に
響
き
わ
た
る
日
が
近

い
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に

秋
田
高
校
・
秋
高
同
窓
会
の
益
々

の
ご
隆
盛
と
秋
高
同
窓
会
員
皆

様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
あ

げ
離
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
（
現
教
育
庁
福
利
課
長
）

i

J

．

i

Z

■

‘

一

’

i

－

正
直
い
っ
て
、
役
員
の
方
々

か
ら
事
務
局
の
要
請
が
あ
っ
た

時
、
た
い
へ
ん
驚
い
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
挨
っ

ぽ
い
書
斎
生
活
よ

り
、
根
が
出
歩
き

が
好
き
な
の
で
、

つ
い
お
引
き
受
け

し
た
。か

っ
て
、
全
県

の
国
語
研
究
会
事

務
局
を
十
五
年
も

や
ら
さ
れ
、
「
進

歩
発
展
」
　
を
目
指

し
て
知
恵
を
絞
り

合
っ
た
そ
れ
ぞ
れ

的
う
ま
く
い
っ
た
の
で
、
そ
の

体
験
の
型
で
行
こ
う
と
思
っ
た
。

古
代
中
国
に
　
「
創
業
守
成
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
ま
ず

ご
迷
惑
で
し
ょ
う
が
、
会
長
・田口能枯氏

の
話
し
合
い
を
　
「
小
ま
め
」
　
に

整
理
し
た
も
の
を
積
極
的
に
実

践
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
比
較

副
会
長
さ
ん
の
ご
指
導
を
き
ち

ん
と
仰
ぎ
、
歴
史
の
偉
大
な
流

れ
に
従
う
よ
う
に
、
時
に
拡
大

し
、
時
に
蓬
巡
し
、
時
に
大
胆

に
展
開
す
る
。

全
国
高
校
四
番
目
の
創
立
に

な
る
同
窓
会
に
ふ
さ
わ
し
い
、

格
調
高
い
発
展
の
在
り
方
を
追

求
し
て
参
り
た
い
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

▼
略
　
歴

県
立
秋
田
高
校
（
旧
制
）
理
科
、

秋
田
大
国
語
卒
。
平
鹿
、
本
荘

を
経
て
秋
田
高
。
東
北
国
語
研

究
会
長
賞
、
県
教
育
功
労
章
。

詩
集
「
街
頭
の
百
姓
」
　
「
わ
が

愛
わ
が
抵
抗
」
随
筆
「
葡
萄
園

の
粒
々
の
た
め
に
」
出
版
。
同

窓
会
は
　
「
だ
よ
り
」
創
刊
時
尽

力
さ
れ
た
一
関
吉
美
先
生
に
つ

い
で
、
二
代
目
編
集
。
百
二
十

周
年
に
は
校
史
委
員
長
と
し
て

「
記
念
誌
」
刊
行
を
束
ね
、
昨

年
古
巣
の
広
報
委
員
長
に
就
任
。
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平
成
元
年
二
月
中
句
、
選
抜

野
球
出
場
の
た
め
の
募
金
整
理

に
来
て
く
れ
、
と
言
わ
れ
て
事

務
局
に
来
て
仕
事
を
し
た
の
が
、

同
窓
会
と
関
わ
り
を
も
っ
た
始

ま
り
で
あ
る
。

そ
の
後
、
名
簿
3
5
号
の
代
金

徴
収
整
理
を
や
っ
て
い
る
う
ち
、

平
成
元
年
度
の
総
会
で
、
桜
谷

事
務
局
長
が
退
任
さ
れ
、
後
任

と
し
て
私
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

微
力
な
私
に
は
、
こ
の
大
任

は
重
い
も
の
で
し
た
が
、
同
窓

会
の
一
助
に
も
な
れ
ば
と
お
引

き
受
け
し
ま
し
た
。

以
来
、
財
政
の
充
実
と
事
業

の
活
性
化
や
、
支
部
・
年
次
の

強
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
知
道
会
　
（
水
戸
一
高

同
窓
会
）
　
と
の
姉
妹
提
携
協
約

の
締
結
完
了
。
母
校
創
立
1
2
0
周

年
記
念
事
業
の
完
成
。
更
に
は

永
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
「
会
則

改
正
」
　
も
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
会
長

副
会
長
さ
ん
は
じ
め
、
役
員
各

位
の
絶
大
な
る
ご
支
援
や
ご
指

導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、
同
窓
会
の
一
層
の
発

展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を

祈
念
し
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と

致
し
ま
す
。

秋高八十期会総会開催
（昭和29年卒生）

日　時　　平成7年9月16日（土）
場　所　　　さとみ温泉（秋田温泉）
行　事　　母校訪問、還暦お祓い、懇親会
記念誌「紫雲造かなり　一駅前の青春－」の原
稿をまだ提出していない方は、事務局へ至急送っ
て下さい。　出欠報告、詳細事項については、
別途ご案内いたします。

秋高39会新聞『秋高謳歌』は、平成7年7月7日創刊されます。

皆様の御投稿を歓迎します。

秋高39会『秋高謳歌』新聞委員会　　〒010　秋田市山王6－9－25　TEL＆FAX（0188）65－329g

編集／桑野　浩　　企画／秋山秀昭　　構成／赤沼　侃　　監修／鈴木　諒
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丸　山　　健全長

平
成
七
年
春
の
叙
勲

で
勲
二
等
瑞
宝
章
の
栄

に
浴
し
た
。
固
辞
し
た

が
古
巣
の
静
岡
大
か
ら

学
長
経
験
者
で
断
っ
た

例
は
な
い
と
言
わ
れ
、

「
九
十
八
歳
の
母
親
に

せ
め
て
も
の
親
孝
行
が

で
き
れ
ば
」
　
と
思
い
直

し
、
夫
人
と
と
も
に
参

内
し
た
。

も
と
も
と
照
れ
屋
で

あ
る
。

「
教
育
研
究
功
労
と
い
っ

て
も
格
別
の
こ
と
を
し
た
わ
け

で
も
な
い
し
…
…
」
。
自
ら
の

業
績
に
つ
い
て
は
多
く
を
語
り

た
が
ら
な
い
。
突
出
し
た
扱
い

を
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
こ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
も
ら
っ

た
こ
と
か
ら
も
氏
の
人
柄
が
窺

い
知
れ
る
。
今
回
同
じ
勲
二
等

瑞
宝
章
受
章
者
の
中
に
元
フ
ジ

ク
ラ
会
長
の
加
賀
谷
誠
一
氏

（
S
十
七
年
卒
）
　
が
い
る
。

「
民
間
人
間
で
勲
二
等
を
受
賞

す
る
と
い
う
の
は
滅
多
に
な
い

こ
と
だ
そ
う
で
す
。
あ
あ
い
う

人
こ
そ
称
賛
に
値
す
る
と
思
い

ま
す
」
。
惜
淡
と
し
て
嫌
味
が

な
い
。東

北
大
在
学
中
に
憲
法
が
変

わ
っ
た
。
当
時
わ
が
国
を
代
表

す
る
憲
法
学
者
だ
っ
た
清
官
四

郎
東
北
大
教
授
の
門
下
で
憲
法

を
研
究
す
る
道
を
選
ん
だ
の
は

「
変
わ
っ
た
ば
か
り
の
新
憲
法

な
ら
研
究
者
の
ス
タ
ー
ト
は
一

緒
だ
っ
た
か
ら
」
。
そ
の
後
で

「
清
宮
教
授
が
温
厚
そ
う
に
見

え
た
の
も
大
き
な
理
由
の
ひ
と

つ
か
な
」
。
い
た
ず
ら
っ
ぽ
い

目
が
眼
鏡
の
奥
で
笑
っ
た
。

以
来
、
政
党
法
の
研
究
を
通

じ
て
ド
イ
ツ
と
の
深
い
付
き
合

い
が
続
い
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ

ハ
ー
グ
で
活
躍
し
て
い
る
活
宮

門
下
生
の
国
際
司
法
裁
判
所
副

所
長
小
田
滋
、
東
大
元
教
授
の

樋
口
陽
一
各
氏
の
家
族
ら
と
、

毎
年
蔵
王
で
会
う
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
最
近

は
ス
キ
ー
は
夫
人
任
せ
、
ご
本

人
は
も
っ
ぱ
ら
美
酒
に
酔
い
し

れ
て
い
る
時
間
が
多
い
と
か
。

暇
が
あ
れ
ば
好
き
な
ゲ
ー
テ

全
集
を
紐
解
く
読
書
家
は
苦
も

今
も
変
わ
ら
な
い
。
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一
、
母
校
の
校
長
先
生
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
は
母

校
ご
出
身
の
校
長
先
生
で
す
が

何
回
回
帰
さ
れ
ま
し
た
か
？

「
い
や
ー
、
秋
田
高
校
の
校
長

な
ど
恐
れ
多
く
て
考
え
た
こ
と

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

秋
高
の
校
長
の
偉
大
さ
を
身

に
し
み
て
感
じ
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
そ
ん
な
こ
と
を
私
ご
と

き
が
考
え
る
こ
と
自
体
冒
演
で

あ
る
と
正
直
思
っ
て
お
り
ま
し

た
か
ら
。
…
…

四
回
目
の
秋
高
と
い
う
の
は

生
徒
と
し
て
（
昭
和
3
0
年
卒
）
、

社
会
科
の
教
師
と
し
て
五
年
間
、

教
頭
と
し
て
約
二
年
間
、
通
算

1
0
年
間
お
世
話
に
な
り
、
今
回

は
〓
年
目
の
勤
務
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
」

二
、
先
生
が
教
諭
時
代
の
生
徒

諸
君
と
現
在
の
生
徒
諸
君
で
は

ど
う
で
す
か
。
変
わ
っ
て
い
ま

す
か
？

謂
　
鮮
範
路

蜜

　

が

＿

田 闘
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■

麗
延
看
∵
受
濾
倍
ぜ

「
そ
う
で
す
ね
。
ス
マ
ー
ト
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
ね
。

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
感
じ
が

次
第
に
消
え
、
よ
り
知
的
に
優

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
よ
い
こ
と
か
ど
う
か
は

●∴　′′l：ご　ヽ■．・ll‘

兼京支軸

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

理
想
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
秋
田
高
校
を
支
え
る
教
育
理

論
は
む
か
し
か
ら
変
わ
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
　
〔
品
性
の
陶
冶
〕
　
つ

ま
。
人
間
教
育
で
す
。

そ
の
う
え
に
二
つ
目
と
し
て

〔
学
力
の
充
実
〕
　
が
あ
。
、
三

つ
目
と
し
て
　
〔
心
身
の
錬
磨
〕

が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

難
関
大
学
に
入
る
だ

氏
け
の
学
力
も
、
甲
子
園

樹
出
場
に
象
徴
さ
れ
る
部

正
活
動
の
高
い
レ
ベ
ル
も

そ
の
根
底
に
秋
高
独
特

が滴“騙
■

．1．－
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長校

の
全
人
教
育
が
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
し
、
こ

れ
が
秋
高
の
変
わ
る
こ

別
に
し
て
。

こ
れ
は
秋
田
高
校
に
限
ら
ず

一
般
的
な
傾
向
と
思
い
ま
す
。
」

三
、
秋
高
生
に
と
う
い
う
こ
と

を
望
み
ま
す
か
。
む
か
し
か
ら

秋
高
は
文
武
両
道
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
文
の
方
、
武
の
方

と
の
な
い
理
想
だ
と
思

い
ま
す
。
」

四
、
先
生
の
日
曜
日
な
ど
の
休

日
の
過
ご
さ
れ
方
を
お
聞
か
せ

願
い
ま
す
。

「
そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
と
い
っ

た
高
尚
な
趣
味
も
ご
ざ
い
ま
せ

ん
の
で
、
屋
敷
内
の
僅
か
な
家

庭
菜
園
の
手
入
れ
と
か
、
た
ま

に
海
に
釣
。
に
で
か
け
る
と
か

ま
た
、
家
内
が
高
山
植
物
を
見

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぶ
ら
り
と
一
緒
に
山

に
登
る
程
度
で
す
ね
。
」

五
、
先
生
は
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
言

葉
を
引
用
し
て
『
汝
、
今
何
を

な
す
べ
き
か
』
を
強
調
さ
れ
ま

し
た
が
、
秋
田
高
校
の
校
長
と

し
て
今
何
を
な
さ
れ
る
お
つ
も

り
で
す
か
？

「
い
や
ー
、
よ
い
こ
と
を
聞
い

て
く
れ
ま
し
た
。

名
誉
職
は
で
き
る
だ
け
お
断

り
し
、
内
政
重
視
で
す
ね
。

第
一
に
生
徒
の
心
を
つ
か
み
、

や
る
気
を
出
さ
せ
る
こ
と
。

第
二
に
職
員
の
共
感
を
よ
ひ
、

モ
ラ
ー
ル
　
（
士
気
）
　
を
高
め
る

こ
と
。第

三
に
同
窓
会
の
支
持
を
得

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
三
つ
が
で
き
た
ら
ほ
ほ

合
格
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
く
ま
で
、
謙
虚
な
姿
勢
で

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

ヒ
年
度
同
窓
会
東
京
支
部
総
会

田
口
耕
一
氏
（
昭
1
0
卒
）
撮
影

サ
ケ
母
川
回
帰
研
究

椅
‖
”
u

日
〇
四
〇
四
〇
日
岡

サ
ケ
の
母
川
回
帰
の
研
究
を
二
十
五
年
間
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
昭
3
3
卒
の
工
藤
雄

一
先
生
（
聖
霊
高
校
教
諭
）
の
研
究
論
文
が
東
大
大
学
院
の
審
査
を
パ
ス
、
理
学
博
士
の
学
位

を
授
与
さ
れ
た
。
英
語
で
び
っ
し
。
書
か
れ
た
研
究
論
文
を
手
に
苦
労
話
を
語
っ
て
く
れ
た
。

☆
ま
ず
、
最
初
に
お
喜
び
の
こ

と
ば
を
一
つ
。

－
そ
う
で
す
ね
、
今
ま
で
色
々

な
方
々
と
一
緒
に
自
然
科
学
の

研
究
活
動
を
し
て
き
て
、
博
士

号
を
持
っ
て
い
な
い
の
は
私
だ

け
で
し
た
か
ら
、
何
か
、
よ
う

や
く
一
人
前
の
研
究
者
と
し
て

認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
ね
。
う
れ
し
い
で
す
。

体
デ
ー
タ
が
計
測
で
き
た
ら
今

よ
り
は
る
か
に
正
確
に
、
魚
類

の
行
動
を
神
経
行
動
学
的
に
解

明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
」
と

い
う
も
の
で
し
た
。

☆
苦
労
話
の
一
つ
と
し
て
何
か

あ
り
ま
せ
ん
か
。

な
い
な
い
つ
く
し
が
最
大
の

苦
労
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
能
力
が
無
い
の
を
棚
の
上
に

綴喜≒‾‘．‾‾…　　‥　‾覧三三

ここ」＿－▼二∴二∵‘‾‾‾二：：＝
や

遠軽雷生霊■

l

■

■

■

■

l

£

・

　

日

和

因

田

岡
岨

田

■

野

て

主

音

十

．
．
　
一
　
　
l
l
一
l
l
l
l
一
1
1
1
1
1
題
■
l
l
一
F

■
■
■

あ
け
ま
す
と
、

研
究
費
が
無

い
こ
と
、
研

究
の
た
め
の

時
間
を
思
う

9
4
　
よ
う
に
取
れ

1
9
　
な
い
こ
と
、
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自宅の書斎にて

研
究
の
た
め

の
文
献
が
思

う
よ
う
に
集

め
ら
れ
な
い

こ
と
、
学
会

発
表
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
参

加
な
ど
も
限

ら
れ
る
こ
と
、

部
品
な
ど
の

調
達
に
時
間

が
か
か
る
こ

と
、
な
ど
な

☆
こ
の
研
究
を
な
さ
れ
る
動
機

な
と
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

昭
和
4
0
年
代
後
半
に
お
い
て

魚
類
の
脳
波
の
計
測
方
法
は
、

世
界
中
で
魚
を
筋
弛
緩
剤
で
不

動
化
し
、
神
経
系
は
生
か
し
た

ま
ま
魚
体
を
ハ
ン
ド
で
固
定
し
、

口
か
ら
水
を
そ
そ
い
で
エ
ラ
を

潅
流
さ
せ
た
状
態
で
手
術
を
し
、

目
的
と
す
る
脳
の
部
位
に
電
極

を
挿
入
し
て
計
測
す
る
方
法
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の
着
想

は
「
も
し
、
魚
が
自
由
に
泳
い

で
い
る
状
態
で
脳
波
な
ど
の
生

ど
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
二
つ
め
と
し
て
も
博
士
論
文

は
外
国
語
で
書
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
そ
ち
ら
の
苦
労
話

を
一
つ
。

一
般
的
な
こ
と
は
良
く
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
博
士
論
文
を
外

国
語
で
書
く
こ
と
を
義
務
づ
け

て
い
る
大
学
院
は
少
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
東
大
の
理
学

系
研
究
家
は
外
国
語
を
義
務
づ

け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
博
士

論
文
は
、
こ
れ
ま
で
書
い
て
国

際
専
門
誌
に
載
っ
た
論
文
で
ま

と
め
る
も
の
で
す
か
ら
、
特
に

今
回
苦
労
し
た
と
い
う
よ
り
、

長
年
に
わ
た
っ
て
書
い
た
論
文

で
日
本
語
の
も
の
は
な
い
の
で

す
か
ら
、
む
し
ろ
博
士
論
文
と

い
う
ま
と
め
よ
り
も
、
そ
れ
ま

で
に
個
々
の
論
文
を
書
く
と
き

に
苦
し
か
っ
た
事
、
真
っ
黒
に

訂
正
が
入
。
、
自
分
の
書
い
た

部
分
が
ほ
と
ん
ど
な
い
原
稿
に

呆
然
と
し
た
こ
と
な
ど
が
ほ
ろ

に
が
く
想
い
出
さ
れ
ま
す
。

☆
先
生
は
パ
ソ
コ
ン
が
得
意
で

そ
れ
を
同
窓
会
の
名
簿
作
成
に

生
か
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
。

パ
ソ
コ
ン
は
得
意
で
は
な
い

の
で
す
が
、
そ
も
そ
も
、
パ
ソ

コ
ン
が
ま
だ
無
か
っ
た
頃
に
、

同
期
会
で
あ
る
秋
高
三
三
会
の

創
設
時
か
ら
、
会
を
運
営
し
て

い
く
た
め
に
は
、
名
簿
が
活
動

の
中
心
的
財
産
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の

後
の
親
会
で
あ
る
秋
高
同
窓
会

の
活
動
に
入
っ
て
い
く
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

名
簿
委
員
長
と
し
て
、
諸
先

輩
の
仕
事
を
受
け
継
き
、
各
年

次
の
名
簿
委
員
の
方
々
と
一
丸

に
な
っ
て
、
少
し
で
も
い
い
名

簿
が
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
こ
の
研
究
を
高
校
教
育
に
生

か
す
と
す
れ
ば
。

私
の
研
究
の
よ
う
に
、
マ
イ

ペ
ー
ス
で
細
々
と
2
5
年
間
も
続

け
て
き
た
事
か
ら
思
う
こ
と
は

「
継
続
は
力
な
り
。
」
と
い
う

格
言
で
す
。
こ
の
こ
と
を
自
分

の
言
葉
と
し
て
言
え
る
よ
う
な

気
が
す
る
こ
と
で
す
。
小
さ
な

努
力
の
積
み
重
ね
が
と
て
も
重

要
だ
よ
と
言
っ
て
や
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
気
が
す
る
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と

は
、
わ
ざ
わ
ざ
言
わ
な
く
て
も

今
ま
で
一
度
も
あ
い
さ
つ
を
し

た
事
の
な
い
生
徒
ま
で
　
「
先
生

お
め
で
と
う
。
」
　
と
言
っ
て
く

れ
た
事
で
十
分
、
私
は
満
足
し

て
い
ま
す
。
ま
た
が
ん
ば
り
ま

す
。

秋
田
高
校
同
窓
会
の
ヒ
年
度

東
京
支
部
総
会
と
懇
親
会
が
、

5
月
2
6
日
、
東
京
・
池
袋
の
東

部
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
同
窓
約
七
十
名
が
集
ま
っ

た
。秋高生はオウムにはならない

禁雷撃雷雷芸関　か　る

司
会
の

過
ご
し
ま
し
ょ
う
」
　
と
口
火
を

切
り
、
朝
倉
俊
夫
支
部
長
　
（
昭

曇
は
「
新
し
い
名
簿
が
出
来
、

掲
載
人
数
も
千
人
余
。
に
な
っ

た
。
交
流
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
。
今
後
も
会
の
発
展
の
た
め

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
あ
い

二

．

γ
’

、

□日

■藍≡‾r‾‾　　一一
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卓．J　　　　　．－▼　心

柳
田
政
彦

氏
は
最
近
と
み
に
活
躍
中
の
花

の
昭
3
9
卒
で
、
「
年
初
め
か
ら

阪
神
大
震
災
、
オ
ウ
ム
の
狂
気

と
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
て

い
る
が
、
今
日
は
そ
れ
ら
を
吹

き
飛
ば
し
て
、
飲
ん
で
歌
っ
て

さ
つ
。
最
高
齢
の
大
1
3
卒
早
川

賓
斉
氏
の
音
頭
で
乾
杯
。
席
上

来
賓
の
松
岡
正
樹
校
長
（
昭
3
0
）

が
「
秋
高
生
は
勉
強
も
き
ち
ん

と
や
っ
て
い
る
が
、
伝
統
の
文

武
両
道
に
励
ん
で
い
て
、
人
間

教
育
の
根
底
と
な
る
品
性
の
陶

冶
を
第
一
目
標
に
掲
げ
て
い
る

の
で
、
オ
ウ
ム
に
は
入
ら
な
い

し
、
非
人
間
的
な
こ
と
は
や
ら

な
い
」
　
と
述
べ
て
拍
手
喝
采
を

浴
び
た
。
ま
た
本
部
の
田
口
能

祐
事
務
局
長
（
昭
2
2
）
　
か
ら
同

窓
会
の
近
況
が
報
告
さ
れ
た
。

酒
宴
の
途
中
、
前
東
京
外
語

大
教
授
の
奈
良
毅
氏
（
昭
2
6
）

か
ら
「
イ
ン
ド
の
言
語
研
究
を

し
て
い
る
の
で
、
オ
ウ
ム
真
理

教
に
絡
ん
で
ホ
ー
リ
ー
ネ
ー
ム

の
由
来
な
ど
の
質
問
が
あ
る
」
。

秋
田
高
卒
業
生
で
は
珍
し
い
俳

優
の
粟
津
耽
　
（
昭
3
9
）
　
は
、

「
こ
れ
か
ら
は
、
私
の
よ
う
な

わ
き
役
が
注
目
さ
れ
る
。
四
月

か
ら
独
立
し
て
事
務
所
を
持
ち

ま
し
た
」
　
な
ど
と
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
近
況
を
述
へ
た
。

後
は
、
秋
田
県
下
北
手
出
身

の
座
長
さ
ん
が
束
ね
る
「
喜
都

会
」
社
中
の
皆
様
に
よ
る
秋
E

民
謡
－
唄
と
踊
り
の
夕
と
な
っ

た
。
三
味
線
・
太
鼓
の
吉
が
都

の
空
を
焦
が
し
て
い
く
。

昭
1
0
卒
の
田
口
耕
一
氏
が
誰

に
い
う
と
も
な
く
呟
い
た
。

「
秋
田
高
校
は
え
え
学
校
だ
。

わ
た
し
ら
仙
北
の
田
舎
者
だ
が

よ
く
し
て
く
れ
た
。
最
高
の
高

校
だ
よ
。
あ
ん
な
学
校
は
な
い

な
。
入
っ
て
良
か
っ
た
よ
」
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第
四
十
品
全
県
高
校
総
合
体
育
大
会

六
月
二
日
か
ら
六
日
ま
で
県
南
地
区
を
主
会
場
に
行
わ
れ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
単
・
柔

道
個
人
畦
重
量
級
・
ポ
ー
ト
舵
手
付
き
フ
ォ
ア
と
シ
ン
グ
ル
ス
カ
イ
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
出

場
権
を
獲
得
し
た
。
ま
た
、
六
月
十
六
日
か
ら
十
八
日
、
雄
和
町
の
県
営
陸
上
競
技
場
で
行

わ
れ
た
第
五
十
回
東
北
高
校
陸
上
競
技
大
会
の
結
果
、
陸
上
競
技
が
王
ハ
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
キ
ッ
プ
を
手
に
し
た
。

（
陸
上
競
技
）

【
男
子
】
　
▽
百
㍍
⑥
桂
雅
宏

▽
四
百
‥
勅
⑥
堀
江
宏
伸

▽
四
百
‥
射
リ
レ
ー
⑥
堀
田
一
久
・

工
藤
聡
・
村
上
景
太
・
桂
雅
宏

▽
千
六
百
‥
勅
リ
レ
ー
②
桂
雅
宏
・

眞
井
田
宏
影
・
櫻
庭
一
馬
・
堀

江
宏
伸

【
女
子
】
　
▽
砲
丸
投
げ
⑤
伊
藤

明
夏
▽
や
。
投
げ
⑥
伊
藤
明
夏

▽
四
百
‥
勅
リ
レ
ー
⑤
中
山
絵
里

奈
・
伊
藤
明
夏
・
新
野
香
子
・

駒
野
亜
希

へ
バ
レ
ー
）

▽
2
回
戦

秋
田
2
－
0
能
代
西

▽
3
回
戦
　
秋
田
0
－
2
秋
工

（
柔
道
）

【
男
子
】
　
▽
団
体
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
1
回
戦
　
秋
田
3
－
0

大
曲
同
2
回
戦
　
秋
田
5
－
0

金
農
同
準
決
勝
　
秋
田
0
－
1

大
農
東
北
大
会
出
場
決
定
戦

秋
田
2
－
0
角
館

▽
個
人
軽
重
量
級
①
佐
藤
久
喜

Mltuu

【
女
子
】
　
▽
団
体
予
選
リ
ー
グ

秋
田
1
－
2
能
工
、
秋
田
3
－

0
花
輪
、
秋
田
1
－
0
大
農

▽
個
人
7
2
キ
ロ
級
②
小
武
海
智
美

（
剣
道
）

【
男
子
】
　
▽
団
体
準
々
決
勝

秋
田
2
－
2
湯
商
工
同
準
決
勝

秋
田
3
－
2
秋
工

▽
同
決
勝
　
秋
田
2
－
3
秋
商

【
女
子
】
　
▽
団
体
予
選
リ
ー
グ

秋
田
2
－
3
本
荘

秋
田
0
－
3
場
商
工

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
）

▽
1
回
戦
　
秋
田
1
0
3
－
5
3
高
専

2
回
戦
　
秋
田
7
8
－
7
2
由
利
工

3
回
戦
　
秋
田
8
7
－
6
3
湯
商
工

準
々
決
勝
　
秋
田
6
1
－
4
2
秋
工

準
決
勝
　
秋
田
5
9
－
5
6
中
央

▽
決
勝
　
秋
田
4
8
－
9
6
能
工

（
卓
球
）

▽
団
体
1
回
戦

秋
田
2
－
3
花
輪

（
サ
ッ
カ
ー
）

▽
2
回
戦
　
秋
田
3
－
0
西
仙

▽
3
回
戦
　
秋
田
3
－
0
新
屋

▽
準
々
決
勝

秋
田
0
－
1
秋
南

（
ラ
グ
ビ
ー
）

全
県
総
体
・
剣
道
男
子
決
勝
、

が
試
合
中
、
竹
刀
を
落
と
し
た
。

藩
叢

秋
田
一
秋
商
の
先
ぽ
う
戦
で
、
秋
商
の
選
手

ル
ー
ル
上
、
相
手
が
竹
刀
を
落
と
し
て
も
一

打
だ
け
は
許
さ
れ
る
が
、
本
校
の
白
根
康
互
選
手
は
一
撃
も
加
え
る
こ
と
な
く
、

礼
法
に
の
っ
と
っ
て
竹
刀
を
拾
い
上
げ
、
相
手
に
差
し
出
し
た
。
県
剣
道
連
盟

は
勝
敗
を
度
外
視
し
た
こ
の
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
を
た
た
え
、
特
別
表
彰
、
日
本
刀

一
振
。
を
贈
っ
た
。

思
い
が
け
ず
に
決

勝
戦
に
進
み
、
試
合

中
は
緊
張
の
し
っ
ぱ

な
し
で
し
た
。
相
手

に
一
本
取
ら
れ
て
か

ら
は
、
焦
っ
て
は
い

た
も
の
の
な
ん
と
か

落
ち
着
い
て
一
本
取

り
返
そ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
で
、
相
手
が
竹
刀

を
落
と
し
た
瞬
間
は

は
じ
め
何
が
起
き
た

の
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
や
や
し
て
相
手
の
竹
刀

が
こ
ち
ら
の
足
も
と
に
落
ち
て

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

自
分
が
ど
う
い
う
心
境
で
そ白根遥手

の
竹
刀
を
拾
っ
た
の
か
、
実
際

の
と
こ
ろ
自
分
で
も
よ
く
わ
か

。
ま
せ
ん
。
日
頃
の
礼
法
指
導

が
身
に
し
み
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。
ご
く
自
然
に
竹
刀
を
拾

い
相
手
に
手
渡
し
て
い
た
の
で

す
。し

か
し
、
特
別
賞
を
い
た
だ

き
、
新
聞
紙
上
で
も
評
価
さ
れ

改
め
て
武
道
の
精
神
に
思
い
を

い
た
し
た
次
第
で
す
。

今
後
も
、
顧
問
の
目
黒
先
生

の
ご
指
導
の
も
と
、
礼
法
に
則
っ

て
一
層
剣
道
に
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

入
部
以
来
、
「
マ
イ
ル
へ
の

情
熱
」
　
を
部
活
の
雰
囲
気
の
中

で
感
じ
続
け
、
レ
ー
ス
前
に

「
こ
れ
を
落
と
し
た
ら
人
生
終

わ
り
だ
」
　
と
い
う
ほ
ど
緊
張
し

て
い
る
先
輩
を
見
て
は
、
「
そ

ん
な
お
お
げ
さ
な
」
　
と
思
う
と

同
時
に
、
そ
の
情
熱
を
さ
ら
に

感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

東
北
大
会
で
予
選
、
準
決
と
進

み
、
遠
い
夢
だ
っ
た
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
が
近
く
に
み
え
て
き
た
時
、

先
輩
の
あ
の
よ
う
な
思
い
を
実

感
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で

『
マ
イ
ル
へ
の
情
熱
』

回

▲
▼

き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

走
る
自
分
達
の
姿
が
目
の
前
に

ち
ら
つ
き
、
全
身
が
し
び
れ
る

ほ
ど
の
緊
張
感
に
も
襲
わ
れ
ま

し
た
。東

北
大
会
決
勝
。
エ
ー
ス
の

い
な
い
メ
ン
バ
ー
で
の
戦
い
で

し
た
。
し
か
し
そ
れ
が
か
え
っ

て
、
一
人
が
一
人
分
の
仕
事
を

し
て
、
信
頼
の
気
持
ち
を
も
っ

て
次
走
者
に
バ
ト
ン
を
渡
す
と

い
う
好
結
果
を
も
た
ら
し
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

大
野
先
生
は
日
頃
か
ら
「
今

年
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
行
く
ぞ
」

▽
1
回
戦
　
秋
田
3
3
－
0
鳳
鳴

▽
2
回
戦
　
秋
田
5
－
7
8
秋
工

▽
5
位
決
定
戦

秋
田
1
7
－
1
2
経
附

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

【
男
子
】
　
▽
団
体
2
回
戦

秋
田
3
－
0
高
専
同
準
々
決
勝

秋
田
0
－
3
能
商

【
女
子
】
　
▽
団
体
2
回
戦

秋
田
3
－
0
鷹
巣
同
準
々
決
勝

秋
田
3
－
0
和
洋
同
準
決
勝

秋
田
3
－
2
城
南

▽
同
決
勝
　
秋
田
1
－
3
新
屋

▽
個
人
単
②
佐
々
木
千
尋

▽
個
人
複
③
佐
々
木
千
尋
・
小

川
亜
幸
子

（
テ
ニ
ス
）

【
男
子
】
　
▽
団
体
1
回
戦

秋
田
1
－
2
秋
工

【
女
子
】
　
▽
団
体
1
回
戦

秋
田
0
－
3
経
附

（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

▽
1
回
戦
　
秋
田
2
－
1
角
館

▽
2
回
戦
　
秋
田
0
－
3
能
代

（
弓
道
）

▽
男
子
団
体
準
決
勝
（
2
0
射
）

秋
田
7
－
9
湯
沢

▽
同
東
北
大
会
出
場
決
定
戦

秋
田
6
－
6
新
屋

（
競
射
1
－
2
）

（
ボ
ー
ト
）

▽
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
①
佐
々
木

純
也

▽
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
③
安
藤
智
彦
・

安
宅
倫
広

▽
舵
手
付
き
フ
ォ
ア
①
門
間
圭

紀
・
島
康
介
・
斉
藤
新
・
佐
々

木
智
彦
・
高
堂
裕
志

平
成
七
年
度
東
北
高
校
選
手

権
大
会
が
六
月
l
一
十
三
日
か
ら

二
十
五
日
（
陸
上
は
十
六
日
～

十
八
日
）
ま
で
行
わ
れ
、
ボ
ー

ト
部
が
舵
手
付
き
フ
ォ
ア
で
初

優
勝
し
た
。

（
陸
上
競
技
）

▽
千
六
百
‥
射
リ
レ
ー
　
5
位

（
柔
道
）

▽
団
体
予
選
1
次
リ
ー
グ

秋
田
2
－
1
青
森
北

秋
田
2
－
1
盛
岡
大
付

▽
同
2
次
リ
ー
グ

秋
田
0
－
5
好
間
（
福
島
）

秋
田
0
－
3
経
附

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
）

▽
1
回
戦
　
秋
田
6
4
－
9
2
仙
台

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

▽
女
子
単
1
回
戦
　
佐
々
木
2

－
0
安
木
　
（
盛
岡
第
三
）
　
同

2
回
戦
　
佐
々
木
0
－
2
西

城
（
宮
城
・
聖
ウ
ル
ス
ラ
）

（
ボ
ー
ト
）

▽
舵
手
付
き
フ
ォ
ア
　
優
勝

▽
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
　
準
決
勝

進
出

夏　に　期　待

硬式野球

春
季
中
央
地

区
大
会
ベ
ス
ト

4
、
春
季
県
大

会
準
優
勝
、
そ

し
て
春
季
東
北

大
会
ベ
ス
ト
4

と
、
後
藤
光
尊

書
　
（
二
年
）
　
を

エ
ー
ス
と
す
る

秋
高
ナ
イ
ン
の

活
躍
が
目
ざ
ま

し
い
。
七
月
十

六
日
か
ら
第
七
十
七
回
全
国
高

校
野
球
選
手
権
秋
田
大
会
が
始

ま
る
。
甲
子
園
へ
の
夢
が
ふ
く

ら
ん
で
き
た
。

＝
春
季
中
央
地
区
大
会
＝

▽
2
回
戦
　
秋
田
1
－
0
新
屋

▽
3
回
戦
　
秋
田
1
0
－
3
男
工

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

▽
準
決
勝
　
秋
田
3
－
7
経
附

（
延
長
十
回
）

＝
春
季
県
大
会
＝

▽
2
回
戦
　
秋
田
1
0
－
3
湯
商

工
　
（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

▽
準
決
勝
　
秋
田
7
－
2
金
農

▽
決
勝
　
秋
田
6
－
1
5
経
附

＝
春
季
東
北
大
会
＝

▽
1
回
戦
　
秋
田
‖
－
8
尊
大

北
上
　
（
岩
手
第
1
）

▽
2
回
戦
　
秋
田
6
－
4
羽
黒

（
山
形
第
1
）

▽
準
決
勝
　
秋
田
3
－
1
0
仙
台

二
　
（
宮
城
第
1
）

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
は
、
私
に
と
っ
て
大

き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
し
た
。

そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

が
決
ま
っ
た
と
き
、
そ
れ
は
大

き
な
喜
び
に
変
わ
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、
「
県

高
校
新
記
録
」
を
目
標
に
し
て

さ
ら
に
タ
イ
ム
を
伸
ば
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
陸
上
部
主
将
　
堀
江
広
伸
）

h
t
l
i
l
l
l
l
l

中
央
支
部
総
体

（
陸
上
競
技
）

【
男
子
】
　
▽
百
‥
射
2
位

▽
四
百
‥
射
2
位

▽
四
百
㍍
障
害
1
位

▽
四
百
㍍
リ
レ
ー
1
位

▽
千
六
百
‥
射
リ
レ
ー
1
位

▽
走
り
幅
跳
び
3
位

▽
走
り
高
跳
び
1
位

【
女
子
】
　
▽
走
り
幅
跳
び
2
位

▽
や
り
投
げ
1
位

▽
砲
丸
投
げ
1
位

（
バ
レ
ー
）
　
準
優
勝

（
サ
ッ
カ
ー
）
　
優
勝

（
ラ
グ
ビ
ー
）
　
3
位

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

【
男
子
】
　
▽
団
体
　
準
優
勝

▽
単
1
位
　
▽
複
2
位

【
女
子
】
　
▽
団
体
　
準
優
勝

▽
複
2
位

（
柔
道
）

【
男
子
】
　
▽
団
体
　
準
優
勝

▽
重
量
級
1
位
　
▽
軽
重
量
級

1
位
　
▽
中
量
級
1
位
　
▽
軽

中
量
級
2
位

【
女
子
】
　
▽
7
2
キ
ロ
級
1
位

▽
5
6
キ
ロ
級
1
位

（
剣
道
）
　
3
位

（
弓
道
）
　
3
位

（
ボ
ー
ト
）

▽
舵
手
付
き
フ
ォ
ア
　
優
勝

▽
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
優
勝

▽
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
1
位

▽
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
3
位

哀

　

悼

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

2
月

3
月

4
月

大
和
　
正
輝

三
浦
喜
代
治

平
　
　
　
進

久
保
田
仁
人

藤
原
慶
三
郎

東
海
林
広
司

藤
原
　
七
郎

S S S S S S S

l4171455　7　2935

（
敬
称
略
）

青
崎
不
二
太
郎
S
〓

長
門
　
敬
治

5
月
　
石
塚
喜
栄
治

小
島
　
　
徹

6
月
　
斎
藤
善
次
郎

山
脇
　
　
健

S S S S

5　464612

日
喜
田
〇
日
〇
日
i
四
〇
日

ボート部が春の

全国選抜大会で

準　優　勝
（舵手付きフォア）

詳細は次号で

4・144・255・10

5

・

〓

5

・

1

6

5555

9

1

629203

第
一
回
企
画
委
員
会

第
一
回
当
番
年
次
打

ち
合
わ
せ
会

第
一
回
広
報
委
員
会

第
一
回
財
政
委
員
会

第
一
回
名
簿
委
員
会

旧
東
肥
羽
城
会

東
京
支
部
総
会

第
二
回
広
報
委
員
会

第
二
回
財
政
委
員
会

6
・
2
　
第
一
回
正
副
会
長
・

参
与
・
委
員
長
会
議

6
・
1
3
　
会
計
監
査

6
・
1
7
　
宇
都
宮
支
部
総
会

6
・
2
2
　
第
一
回
理
事
会

6
・
2
7
　
鹿
角
支
部
総
会

7
・
5
　
大
曲
支
部
総
会

7
・
1
6
　
通
常
総
会
・
支
部
長

会
議

全
県
高
校
軟
式
野
球

春
季
大
会

▽
準
決
勝

秋
田
4
－
6
秋
工

第
四
十
一
回

吹
奏
楽
定
期
演
奏
会

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
が
五

月
二
十
四
日
、
四
時
三
十
分
か

ら
県
民
会
館
で
行
わ
れ
た
。
演

奏
曲
目
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
ポ

ピ
ユ
ラ
し
ジ
ャ
ズ
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
曲
と
多
方
面
に
及
び
、
観
客

を
大
い
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

定
演
後
は
、
秋
高
祭
・
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
か
い
、
一

段
と
熱
の
入
っ
た
練
習
が
続
く
。

放
送
　
今
年
も
全
国
へ

第
三
十
六
回
秋
田
県
放
送
コ

ン
テ
ス
ト
が
六
月
十
一
日
と
十

三
日
に
行
わ
れ
、
放
送
部
が
次

の
部
門
で
全
国
大
会
の
出
場
を

決
め
た
。

▽
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
＝
伊
藤
奈

都
子
（
最
優
秀
賞
）
、
工
藤
紅
、

庄
司
知
恵
子

▽
ラ
ジ
オ
番
組
自
由
部
門
＝

「
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
で
」

▽
創
作
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
部
門
＝

「
さ
ら
」

同
窓
会
事
務
局
で
は
、
初
代

事
務
局
長
桜
谷
吾
郎
先
生
の
後

を
受
け
て
、
六
年
間
事
務
局
長

の
重
責
に
あ
っ
た
伊
藤
守
一
先

生
が
、
こ
の
四
月
を
も
っ
て
任

を
退
か
れ
た
。
先
生
は
一
大
イ

ベ
ン
ト
の
秋
高
百
二
十
周
年
の

諸
行
事
を
成
功
に
導
か
れ
、
ま

た
全
会
員
会
費
制
を
敷
か
れ
る

な
ど
、
同
窓
会
発
展
の
た
め
多

大
な
功
績
を
残
さ
れ
、
三
代
目

の
2
2
年
卒
田
口
能
祐
氏
に
引
き

継
い
だ
。

「
　
5
月
1
6
日
に
行
わ
れ
た

名
簿
委
員
会
で
、
残
っ
て
い
る

「
同
窓
会
名
簿
」
　
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
し
、
今
後
、
次
の
金

額
で
頒
布
す
る
こ
と
に
し
た
。

在
校
生
二
、
一
年
と
そ
の
父

兄
に
は
、
二
千
円
。

二
、
「
秋
高
創
立
百
l
一
十
周

年
記
念
誌
」
　
（
千
五
百
円
）
　
も

四
百
部
程
残
っ
て
い
る
の
で
、

欲
し
い
方
に
次
の
金
額
一
冊
七

百
円
、
郵
送
料
必
要
な
場
合
、

千
二
百
円
で
お
分
か
ち
す
る
こ

と
に
し
た
。

二
冊
と
も
是
非
お
手
元
に
お

備
え
下
さ
い
。
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